
文
化
財
係
で
は
こ
れ
ま
で
文
化
財
保
護
推

進
員
講
習
会
、
地
区
別
講
習
会
、
文
化
財
め

ぐ
り
、
民
俗
芸
能
大
会
・
新
春
民
俗
芸
能
の

集
い
、
伝
統
工
芸
展
、
歴
史
と
生
活
展
、
旧

大
石
家
住
宅
特
別
公
開
、
企
画
講
演
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
文
化
財
の
周
知
に

つ
と
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ

っ
て
、
多
く
の
方
々
に
文
化
財
保
護
活
動
の

ご
協
力
・
ご
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

た
だ
、
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
文
化
財

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
直
接
ふ

れ
あ
う
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
「
こ
う
と
う
文
化
財
ま
つ
り
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
見
て
、「
聞
い

て
、
体
験
し
よ
う
」
で
す
。
当
日
は
伝
統
工

芸
体
験
、
松
尾
芭
蕉
に
関
す
る
企
画
講
演
会
、

３
コ
ー
ス
の
文
化
財
め
ぐ
り
、
文
化
財
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
合
同
パ
ネ
ル
展
示
発
表
会
、
伝

統
工
芸
品
の
即
売
会
な
ど
、
江
東
区
の
歴
史

や
伝
統
工
芸
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
い
１
日
を
文

化
財
づ
く
し
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
　
時
　
７
月
１２
日
（
土
）

場
　
　
所
　
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー

（
江
東
区
森
下
３
―

１２
―

１７
）

お
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

０
３（
３
６
４
７
）９
８
１
９

＊
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
や
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

1

NO.

242
2008.6.27

○こうとう文化財まつり開催

○区外史料調査報告

深川に大名屋敷がやってきた
～元禄期の津山藩邸～

○芭蕉記念館新展示企画展

近現代の俳句を支えた人々

○平成20年度中川船番所資料館企画展示

銀鱗跳躍
～夏の魚・鮎と人々～

◆旧大石家日記⑧

◆江東外見発見伝

◆文化財掲示板

文化財めぐり�

文化財サークル合同展示発表会�

伝統工芸体験�

企画講演会 「芭蕉の虚像と実像」�

4F

3F

2F

1F

レクホール�

多目的ホール�

エレベーター�

展示ロビー�

入口脇�

創作室� 第4研修室�

工匠壱番館�

のらくろ館� 事務室�

工匠弐番館�

第1研修室�

玄関�

芭蕉記念館�

�

都営新宿線�

半蔵門線�

森下文化センター�

小名木川�

深川江戸資料館�

新大橋通り�

清洲橋通り�

森下駅�

深川神明宮�

森下五丁目�
バス停�

清澄一丁目バス停�

臨川寺�

霊巌寺�
清澄庭園�

清澄�
白河駅�

高橋のらくろロード�

芭蕉記念館分館�

芭蕉稲荷�

高
橋�

都
営
大
江
戸
線

都
営
大
江
戸
線�

都
営
大
江
戸
線�

三
ツ
目
通
り�

万
年
橋�

菊川駅�

N

こうとう文化財まつり開催！！�こうとう文化財まつり開催！！�

案内図�

会場案内図�

4F
●企画講演会【レクホール】14：00～�

2F
●伝統工芸体験【多目的ホール】10：00～�

1F
●文化財サークル合同展示発表会【ロビー】9：00～�
●伝統工芸品即売会【入口脇】9：00～�

3F
●伝統工芸体験【創作室、第1・4研修室】10：00～�
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こ
う
と
う
文
化
財
ま
つ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

　
す
で
に
６
月
１１
日
付
『
江
東
区
報
』で
お
伝

え
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、区
に
伝
わ
る
伝
統
工

芸
の
体
験
を
行
い
ま
す
。
区
内
の
職
人
さ
ん（
区

無
形
文
化
財
保
持
者
）が
丁
寧
に
教
え
ま
す

の
で
、は
じ
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
汚
れ
て
も
よ
い
軽
作
業
の

で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）。
時
間
や

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
３
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご

参
照
下
さ
い
。
�

　
ま
た
体
験
の
ほ
か
に
着
物
の
染
み
抜
き
実

演
も
行
い
ま
す
。
着
物
の
染
み
に
お
悩
み
の

方
、ご
相
談
く
だ
さ
い（
時
間
・
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
）。
�

場
　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
、３
階
創
作
室
・
第

１
・
２
・
４
研
修
室
�

【
体
験
申
込
】
�

　
ど
な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。
事

前
予
約
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
空
き
状

況
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
電
話
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
�

�

こ
う
と
う
文
化
財
ま
つ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

　
当
日
、森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
で
、伝
統

工
芸
品
の
展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す
。
�

　
無
地
染
め
、す
だ
れ
、べ
っ
甲
、さ
ら
さ
染
め
、

江
戸
切
子
、
建
具
、
紋
章
上
絵
、
江
戸
指
物
、

縫
紋
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
品
が
販
売
さ

れ
ま
す
。ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
�

主
催
　
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会

　
深
川
を
歩
い
て
、文
化
財
を
め
ぐ
る
小
さ
な

旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
９０
分
程
度
で
コ
ー
ス

は
３
つ（
Ａ
芭
蕉
コ
ー
ス
、Ｂ
深
江
戸
コ
ー
ス
、Ｃ

森
下
コ
ー
ス
）。
江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
員
が

ご
案
内
し
ま
す
。
�

時
　
午
前
１０
時
出
発
�

発
　
Ａ
芭
蕉
記
念
館
、Ｂ
深
川
江
戸
資
料
館
、

Ｃ
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
�

募
　
各
コ
ー
ス
と
も
２０
人（
抽
選
）　
�

費
　
Ａ
７０
円
、Ｂ
２
０
０
円
、Ｃ
無
料
�

�＊
な
お
、〆
切
を
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、定
員

に
達
し
て
い
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
文
化
財
係
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
�

　
延
宝
８
年（
１
６
８
０
）冬
、松
尾
芭
蕉
は
そ

れ
ま
で
住
ん
で
い
た
日
本
橋
か
ら
深
川
の
草
庵

に
移
り
ま
す
。そ
し
て
、深
川
を
拠
点
に『
お
く

の
ほ
そ
道
』
な
ど
の
旅
に
で
か
け
ま
す
。
深
川
に

移
り
住
ん
だ
そ
の
背
景
、江
東
区
と
の
関
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
、芭
蕉
研
究
者
と
し
て
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
る
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
の
横
浜

文
孝
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
�

場
　
４
階
レ
ク
ホ
ー
ル
�

時
　
午
後
２
時
　
�

人
　
６０
名（
電
話
　
先
着
順
）�

師
　
横
浜
文
孝（
芭
蕉
記
念
館
次
長
）�

費
　
無
料
　
�

申
　
電
話
で
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
ま
で
�

　
江
東
区
に
は
区
が
主
催
す
る
文
化
財
保
護

推
進
中
級
研
修
会
を
修
了
さ
れ
た
方
々
を
中

心
と
し
た
、歴
史
や
文
化
、ま
た
文
化
財
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
今
回
、５
団
体
が
合
同
で
こ
れ
ま
で
の
活
動
・

研
究
の
成
果
を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
熱
い
展
示
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
�

場
　
１
階
展
示
ロ
ビ
ー
�

時
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
�

参
加
団
体
�

　
江
東
区
郷
土
史
同
好
会
�

　
江
東
区
の
文
化
と
自
然
を
愛
す
る
会
�

　
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
会
�

　
江
東
の
江
戸
を
た
ず
ね
る
会
�

　
こ
う
と
う
文
化
財
一
八
会
�

　
文
化
財
自
主
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
江
東
区
文
化

財
保
存
愛
護
会（
愛
護
会
）で
は
、月
１
回
地
域

を
決
め
て
、文
化
財
説
明
板
な
ど
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
文
化
財
ま
つ
り
に

あ
わ
せ
て
、地
元
の
中
学
生
と
と
も
に
森
下
文

化
セ
ン
タ
ー
界
隈
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。�

　
愛
護
会
の
清
掃
活
動
は
今
年
で
１０
年
目
と

な
り
、地
元
の
方
々
に
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、ご
興
味
あ
る
方
は
是
非
こ
の
機
会
に
活

動
を
の
ぞ
い
て
見
て
下
さ
い
。
飛
び
入
り
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。
�

時
　
午
前
９
時
３０
分
　
１
階
ロ
ビ
ー
出
発
�

�

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
�

T
E
L
　
０
３（
３
６
４
７
）９
８
１
９
�

お
問
い
合
せ
先
�
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10：00�
～�
15：00

10：00�
～�
12：00

13：30�
～�
15：30

13：30�
～�
16：00

シルバーでストラップやペンダントのヘッドをつくってみ
よう�
（材料：約縦５cm×横３cm）�
ガラス皿に麻の葉模様を彫ってみよう（約直径16cm）�
しぼり染めスカーフをつくろう�
（生地正絹。約長１m×幅45cm）�
べっ甲のペンダントをつくろう�
（約縦3.5cm×横2cm。革ヒモ付き）�
東海道五十三次の絵「阪之下」を染めてみよう�
（生地ちりめん。約縦33cm×横30cm）�
小さな飾り棚をつくってみよう（約幅18cm×高15cm×
奥行9cm。材料タモ。三面アクリルガラス）�
木で筆箱をつくってみよう�
（約縦25cm×幅6cm×高5cm。材料タモ。印籠蓋）�
色紙掛けをつくろう�
木を組んで組子細工をつくろう�
①コースター（９cm四方）�
　※小学３年生以上�
②和風写真立て（約高15cm×幅22cm）�
　※中学生以上向け�
ガラス皿に麻の葉模様を彫ってみよう（約直径16cm）�
刻字（干支）を彫ってみよう�
①姫小松の板（約縦15cm×横20cm）�
②姫小松の板（①と同寸法。額付き）�
③桐の文箱�
�（約縦20cm×横15cm×高7.5cm。かぶせ蓋）�
東海道五十三次の絵「原」を染めてみよう�
�（生地ちりめん。約縦33cm×横30cm）�
ガラスの丸文鎮に切子模様を彫ろう�
（約直径8cm×厚2cm）※３人ごと１時間交代。�
小学５年生以上向け。�
自分の作品に裏打ちをしてみよう�
※色紙大程度の作品（紙・布）を持参のこと。�

 3,000円�
�
�
 1,500円�
 2,000円�
�
 3,000円�
�
 2,500円�
�
 3,500円�
�
 1,500円�
�
 500円�
① 500円�
② 2,500円�
�
�
�
 1,500円�
① 1,500円�
② 3,500円�
③ 2,200円�
�
�
 2,500円�
�
 700円�
�
�
 1,500円�

鍛金（たんきん）�
�
�
江戸切子（午前）�
無地染め�
�
べっ甲細工�
�
さらさ染め（午前）�
�
江戸指物�
�
建具�
�
すだれ製作�
建具組子�
�
�
�
�
江戸切子①（午後）�
江戸木彫刻�
�
�
�
�
さらさ染め（午後）�
�
江戸切子②（午後）�
�
�
江戸表具�

佐生明義�
�
�
小林英夫�
近藤良治�
�
磯貝　實�
�
佐野利夫�
佐野勇二�
山田一彦�
�
友國三郎�
�
豊田　勇�
木全章二�
�
�
�
�
小林英夫�
岸本忠雄�
�
�
�
�
佐野利夫�
佐野勇二�
須田富雄�
�
�
岩崎清二�

７人�
�
�

10人�
10人�

�
15人�

�
７人�
�

10人�
�

10人�
�

４人�
①40人�
②20人�

�
�
�

10人�
10人�

�
�
�
�

７人�
�

６人�
�
�

６人�
�

１�
�
�
２�
３�
�
４�
�
５�
�
６�
�
７�
�
８�
９�
�
�
�
�
10�
11�
�
�
�
�
12�
�
13�
�
�
14

体験名� 定　員� 費　用� 内　容� 講　師�

伝統工芸体験一覧�

１． 鍛金（見本）�

８． すだれ製作�
　（色紙はつきません）�

９． 建具組子（和風写真立て）� １３． 江戸切子②（見本）� １４． 江戸表具（一例です）�

４． べっ甲細工� ６． 江戸指物（切子はつきません）�７． 建具�
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江
戸
時
代
の
江
東
区
域
を
語
る
上
で
、
大

名
屋
敷
の
存
在
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
と
言
え
ま
す
。
江
東
区
域
に
は
諸
大
名
の

下
屋
敷
や
抱
屋
敷
な
ど
が
点
在
し
、
荷
物
の

請
け
運
び
や
藩
士
・
御
用
商
人
な
ど
の
人
々

の
出
入
り
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
大
名
屋
敷
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
史
料
は
限
ら
れ
て
お

り
、
具
体
的
な
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は

難
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１９
年

度
に
行
っ
た
区
外
史
料
調
査
で
は
、
大
名
家

に
残
さ
れ
た
記
録
類
か
ら
江
東
区
域
の
大
名

屋
敷
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
し
た
。

本
調
査
で
対
象
と
し
た
の
は
、
美
作
国
津

山
（
岡
山
県
津
山
市
）
藩
主
の
松
平
家
で
す
。

松
平
家
は
徳
川
家
康
の
二
男
結
城
秀
康
を
祖

と
す
る
家
柄
（
越
前
家
）
で
、
も
と
も
と
は

越
前
北
庄
７０
万
石
の
大
名
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
二
代
忠
直
が
元
和
９
年
（
１
６
２
３
）

に
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
豊
後
に
流
さ
れ
、
そ

の
息
子
で
あ
る
三
代
光
長
も
天
和
元
年
（
１

６
８
１
）
に
越
後
騒
動
の
責
任
を
取
っ
て
隠

居
し
、
伊
予
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
越
前
家
の
宗
主
は
忠
直
の
弟
忠
昌
が
跡
を

年
間
は
、
下
屋
敷
の
位
置
が
変
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
屋
敷

地
の
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。『
津
山
温
知
会
誌
』

（
津
山
温
知
会
、
１
９
０
８
〜
１
０
年
）
に
よ

る
と
元
禄
１１
年
１１
月
２９
日
に
深
川
屋
敷
７
千

余
坪
を
拝
領
し
た
と
い
う
記
事
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
津
山
藩
は
元
禄
年
間
に

深
川
に
屋
敷
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
の
で
す
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
経
緯

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

津
山
松
平
家
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
旧

津
山
藩
倉
庫
に
藩
政
文
書
や
和
書
・
漢
籍
類

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
保
管
場
所

が
「
愛
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
愛

山
文
庫
と
名
付
け
ら
れ
、
現
在
は
津
山
郷
土

博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
津
山
郷
土

博
物
館
『
愛
山
文
庫
目
録
』
１
９
９
１
年
）。

こ
の
愛
山
文
庫
の
中
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に

諸
日
記
類
が
あ
り
、
特
に
「
江
戸
日
記
」
は

７
６
７
冊
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
年
ご
と
と
月
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
日
記

は
内
容
が
重
複
す
る
も
の
の
、
貞
享
４
年

（
１
６
８
７
）
か
ら
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

ま
で
の
厖
大
な
も
の
で
す
。

こ
の
江
戸
日
記
を
見
て
い
く
と
、
元
禄
１３

年
１０
月
１
日
の
条
に
、
本
所
四
ツ
目
に
あ
る

４
千
坪
の
下
屋
敷
を
差
し
出
す
代
わ
り
に
深

川
に
下
屋
敷
を
拝
領
し
た
い
と
い
う
記
事
が

初
め
て
登
場
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
日

の
条
に
は
松
平
宣
富
が
老
中
土
屋
相
模
守
政

直
に
宛
て
た
書
状
が
写
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

覚

四
年
以
前
本
所
三
ツ
目
与
四
ツ
目
之
間
、
津

軽
越
中
守
下
屋
敷
之
隣
ニ
て
、
私
下
屋
敷
四

千
坪
拝
領
申
候
、
右
屋
敷
差
上
、
於
深
川

ニ
絵
図
附
紙
仕
差
上
ケ
候
内
ニ
而
、
下
屋
敷
奉

願
候
間
、
御
仲
間
御
相
談
被
成
、
宜
頼
入

存
候
、
已
上

十
月
二
日
　
　
　
松
平
備
前
守

こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
、「
四
年
以
前
」
の
元

禄
９
年
に
陸
奥
弘
前
藩
主
津
軽
越
中
守
下
屋

敷
の
隣
に
４
千
坪
の
下
屋
敷
を
拝
領
し
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
の
位
置

は
「
三
ツ
目
と
四
ツ
目
」
の
間
に
あ
る
と
記

継
い
だ
越
前
福
井
藩
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
越
前
家
は
福
井
藩
、
津
山
藩
の

他
に
出
雲
松
江
藩
、
上
野
前
橋
藩
、
播
磨
明

石
藩
（
前
橋
、
明
石
は
廃
藩
置
県
時
の
領
国
）

を
含
め
、
５
家
で
構
成
さ
れ
、
御
三
家
で
は

な
い
も
の
の
、
徳
川
宗
家
の
血
を
受
け
継
ぐ

特
殊
な
家
柄
で
し
た
。

光
長
の
養
子
宣
富
が
元
禄
１１
年
（
１
６
９

８
）
に
津
山
１０
万
石
に
封
じ
ら
れ
る
と
、
柳

原
（
千
代
田
区
）
邸
を
返
上
し
、
鍛
冶
橋

（
千
代
田
区
）
に
上
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。
こ

こ
で
各
年
代
の
武
鑑
か
ら
津
山
藩
の
江
戸
屋

敷
の
変
遷
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
屋
敷
の

記
述
を
書
き
抜
い
た
も
の
が
【
表
】
で
す
。

表
を
見
る
と
、
宝
永
３
年
（
１
７
０
６
）
に

は
じ
め
て
下
屋
敷
の
記
述
が
み
ら
れ
、「
本
所

三
ツ
目
（
墨
田
区
）」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

明
和
２
年
（
１
７
６
５
）
に
「
高
田
（
新
宿

区
）」、
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
に
は
「
深

川
海
辺
大
工
丁
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

最
初
に
登
場
し
た
本
所
三
ツ
目
の
下
屋
敷

は
、
元
禄
１０
年
１１
月
１５
日
に
拝
領
を
受
け
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
津
山
郷
土
博

物
館
『
津
山
藩
の
江
戸
屋
敷
』
２
０
０
１
年
）。

高
田
屋
敷
が
登
場
す
る
明
和
２
年
ま
で
の
６８

「江戸日記」元禄13年11月29日条（津山郷土資料館所蔵）
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し
て
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
位
置
に
つ
い

て
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
下
屋
敷
を
返
納

し
、
深
川
に
屋
敷
地
を
拝
領
し
た
い
旨
を
老

中
で
あ
る
政
直
に
頼
み
、「
御
仲
間
」
つ
ま
り

老
中
達
で
相
談
の
上
取
り
な
し
て
欲
し
い
と

結
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
願
い
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
元
禄

１３
年
１１
月
２９
日
、
江
戸
城
波
の
間
に
出
座
し

た
宣
富
は
老
中
列
座
の
中
、
土
屋
政
直
か
ら

「
本
所
之
下
屋
敷
願
之
通
深
川
ニ
而
替
被
下

之
」
と
の
書
付
を
受
け
取
っ
た
の
で
す
。
早

速
１２
月
１６
日
に
は
、
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
忠

順
か
ら
傍
示
杭
四
本
を
取
り
に
来
る
よ
う
に

と
の
手
紙
が
届
き
ま
す
。
傍
示
杭
を
立
て
、

こ
の
度
津
山
藩
邸
に
な
る
敷
地
を
明
示
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
１２
月
１９
日
の
四
時
に
深

川
屋
敷
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
詰
藩

士
の
他
、
大
工
や
足
軽
、
鳶
な
ど
が
付
き
添

っ
て
お
り
、
水
縄
や
鍬
な
ど
の
道
具
や
赤
飯
、

の
し
鮑
、
酒
、
茶
弁
当
な
ど
の
飲
食
物
、
ま

た
こ
の
日
が
雪
で
あ
っ
た
た
め
下
敷
き
と
し

て
松
板
５０
枚
を
持
参
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
経
て
、
よ
う
や
く
手

に
入
れ
た
深
川
屋
敷
で
し
た
が
、
な
ぜ
屋
敷

の
替
え
地
を
願
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
所

三
ツ
目
は
４
千
坪
、
新
し
い
深
川
屋
敷
は
７

千
坪
と
約
１
・
８
倍
の
増
坪
と
な
っ
て
い
ま

す
。
津
山
１０
万
石
の
領
地
を
得
て
、
年
貢
米

な
ど
の
物
資
の
増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
増
坪
を
願
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
だ
ち
元
禄
１１
年
６
月
２３
日

に
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
と
書
院
番
深
津
八
郎

右
衛
門
の
２
名
が
「
深
川
築
地
御
普
請
奉
行
」

に
命
じ
ら
れ
、
永
代
築
地
六
万
坪
な
ど
の
造

成
や
堀
割
の
拡
幅
と
い
っ
た
事
業
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
宝
永
６
年
（
１
７
０
９
）
１２
月

１１
日
の
記
事
に
神
田
橋
外
に
あ
る
松
平
右
京

大
夫
輝
貞
の
上
屋
敷
を
中
屋
敷
と
し
て
拝
領

す
る
願
い
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
深
川

屋
敷
に
つ
い
て
は
「
地
形
旱
ニ
テ
其
上
水
附

故
普
請
難
致
候
」
と
し
、
中
屋
敷
拝
領
の
際

に
は
深
川
屋
敷
を
替
え
地
し
た
い
旨
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
に
入
れ
た
深
川
屋

敷
は
日
照
り
勝
ち
の
土
地
で
あ
る
上
、
し
ば

し
ば
洪
水
の
被
害
を
受
け
る
場
所
で
あ
っ
た

た
め
、
建
物
の
造
作
や
維
持
に
は
向
い
て
い

な
い
と
判
断
し
た
よ
う
で
す
。

宝
永
７
年
の
日
記
は
保
存
状
態
が
悪
く
、

史
料
を
開
披
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た

め
、
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
以

降
深
川
屋
敷
の
記
述
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
中
屋
敷
を
手
に
入
れ
た
際
に

深
川
屋
敷
は
手
放
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
津
山
藩
は
寛
政
元
年
（
１
７
８

９
）
に
抱
屋
敷
を
所
持
し
、「
武
鑑
」
に
も

「
深
川
海
辺
大
工
丁
」
と
し
て
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（【
表
】
参
照
）。
こ
の
他
、

津
山
藩
は
砂
村
新
田
に
も
屋
敷
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
調
査
で
は
日
記
の
総
体
を
見
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
た
め
、
元
禄
期
の
深
川
屋
敷
に

関
す
る
記
述
を
中
心
に
拾
い
上
げ
ま
し
た
が
、

寛
政
期
以
降
深
川
屋
敷
に
関
す
る
記
述
は
多

く
な
っ
て
お
り
、
今
後
継
続
し
て
調
査
・
研

究
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員
　
龍
澤
潤
）

柳原�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

鍛冶橋御門内�

�

�

�

�

�

�

�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目�

本所三ツ目・高田�

高田・本所三ツ目�

本所三ツ目・高田�

本所三ツ目・高田�

高田・本所三ツ目�

本所三ツ目・高田�

本所三ツ目・高田�

本所三ツ目・高田�

本所三ツ目・高田�

高田�

深川海辺大工丁・高田�

深川海辺大工丁・高田�

深川海辺大工丁・高田�

深川海辺大工丁・高田�

深川海辺大工丁・高田�

海辺大工丁・高田�

海辺大工丁・高田�

海辺大工丁・高田�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

�

外桜田�

外桜田�

外桜田�

�

�

�

�

高　田�

高　田�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

濱　町�

濱　町�

濱　町�

元禄11�

元禄12�

元禄13�

元禄15�

元禄16�

宝永元�

宝永2�

宝永3�

宝永5�

宝永7�

正徳元�

正徳3�

正徳4�

正徳5�

正徳6�

享保2�

享保3�

享保4�

享保5�

享保7�

享保8�

享保9�

享保10�

享保11�

享保12�

享保13�

享保14�

享保15�

享保20�

元文5�

延享2�

寛延3�

宝暦5�

宝暦10�

明和2�

明和7�

安永4�

安永9�

天明5�

寛政2�

寛政7�

寛政12�

文化2�

文政13�

天保6�

天保11�

弘化2�

嘉永3�

安政2�

万延元�

元治2�

慶応4

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

長　知�

宣　富�

宣　富�

宣　富�

宣　富�

宣　富�

宣　富�

宣　富�

浅五郎�

浅五郎�

又三郎�

浅五郎�

浅五郎�

浅五郎�

浅五郎�

長　熈�

浅五郎�

浅五郎�

又三郎�

長　熈�

長　孝�

長　孝�

長　孝�

長　孝�

長　孝�

康　致�

康　致�

康　致�

康　致�

康　致�

康　致�

康　乂�

康　乂�

康　乂�

斉　孝�

斉　民�

斉　民�

斉　民�

斉　民�

斉　民�

慶　倫�

慶　倫�

慶　倫�

※『江戸幕府大名武鑑編年集成』（東洋書林　2000年）より作成した。�
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【表】武鑑にみる津山藩江戸屋敷�
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江
戸
が
東
京
と
名
前
を
か
え
た
新
し
い
時

代
―
明
治
―
を
迎
え
て
日
本
は
西
洋
文
化
の

波
に
さ
ら
さ
れ
、
物
事
や
認
識
の
大
き
な
変

化
を
体
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
明
治

の
半
ば
に
、
日
本
語
の
書
き
言
葉
と
話
し
言

葉
を
一
致
さ
せ
る
「
言
文
一
致
」
が
起
こ
っ

た
こ
と
で
、
文
学
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
俳
句
や
短
歌
な
ど
日
本
独
特
の
短

詩
型
文
学
に
注
目
し
、
江
戸
時
代
の
旧
態
を

守
る
俳
諧
の
世
界
に
革
新
を
起
こ
し
た
の

が
、
正
岡
子
規
し

き

の
「
日
本
派
」、
尾
崎
紅
葉
こ
う
よ
う

の

「
秋
し
ゅ
う

声
会
せ
い
か
い

」
、
「
筑
波
会
」
な
ど
に
集
っ
た

人
々
で
す
。
な
か
で
も
正
岡
子
規
は
、
江
戸

時
代
か
ら
の
俳
諧
の
流
れ
を
汲
む
「
旧
派
」

に
対
し
、
新
聞
『
日
本
』
の
俳
句
欄
を
通
し

て
全
国
的
に
俳
句
革
新
を
進
め
、
柳
原
極
き
ょ
く

堂ど
う

・
寒
川
鼠そ

骨こ
つ

・
村
上
霽
月
せ
い
げ
つ

な
ど
が
と
も
に

活
躍
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
松
山
市
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
ホ
ト

ト
ギ
ス
』
は
、
子
規
か
ら
高
浜
虚き
ょ

子し

、
河
東

か
わ
ひ
が
し

碧へ
き
梧ご

桐と
う

ら
に
引
き
継
が
れ
て
近
代
俳
句
の
牙
城

と
な
り
、
子
規
没
後
は
虚
子
を
中
心
に
渡
辺

水す
い

巴は

・
村
上
鬼き

城
じ
ょ
う
を
は
じ
め
と
す
る
俊
英
が

集
い
、
近
代
を
代
表
す
る
俳
人
た
ち
を
輩
出

し
ま
し
た
。

一
方
、
碧
梧
桐
は
新
傾
向
俳
句
を
提
唱
し

て
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
と
虚
子
か
ら
離
れ
ま
す
。

新
傾
向
俳
句
は
十
七
音
の
定
型
、
季
題
（
季

語
）
を
無
用
と
す
る
な
ど
の
自
由
律
俳
句
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
自
己

の
作
風
を
確
立
さ
せ
新
し
い
俳
句
雑
誌
を
創

刊
主
宰
す
る
俳
人
た
ち
が
現
れ
ま
す
。
原
石せ
き

鼎て
い

の
『
鹿
火
屋

か

び

や

』、
飯
田
蛇
笏
の
『
雲う
ん

母も

』
な

ど
は
、
そ
の
後
現
代
を
代
表
す
る
こ
と
と
な

る
俳
人
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
旧
派
か
ら
日
本
派
を

は
じ
め
、
子
規
、
虚
子
、
碧
梧
桐
か
ら
『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
第
一
次
黄
金
期
の
俳
人
た
ち
、

大
正
・
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
俳
人
た
ち
、

昭
和
の
戦
前
戦
中
を
経
て
、
戦
後
俳
壇
に
活

躍
し
た
秋
元
不
死
男

ふ

じ

お

・
加
藤
楸
し
ゅ
う

邨そ
ん

を
は
じ
め
、

雑
誌
『
俳
句
』
編
集
長
を
務
め
た
西
東
さ
い
と
う

三さ
ん

鬼き

、

前
衛
俳
句
の
高
柳
重
信
、
江
東
区
に
ゆ
か
り

の
あ
る
石
田
波
郷
な
ど
現
代
俳
句
を
担
っ
た

昭
和
の
俳
人
た
ち
の
作
品
ま
で
紹
介
し
ま
す
。

初
公
開
と
な
る
高
浜
虚
子
「
遠
山
に
」
句

短
冊
は
、
明
治
３３
年
子
規
存
命
中
に
作
ら
れ

た
句
で
、
虚
子
の
代
表
句
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
芭
蕉
研
究
と
連
句
研
究
に
励

ん
だ
宇
多
零れ
い

雨う

「
み
ち
の
く
の
」
句
短
冊
、

俳
誌
『
小
熊
座
』
を
創
刊
主
宰
し
昭
和
か
ら

平
成
と
活
躍
し
た
佐
藤
鬼
房
お
に
ふ
さ

「
雲
割
れ
て
」

句
幅
な
ど
を
初
公
開
し
ま
す
。

近
代
か
ら
現
代
、
そ
し
て
現
在
へ
連
な
る

俳
句
と
俳
人
た
ち
の
系
譜
を
じ
っ
く
り
と
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
中
村
美
樹
子
）

芭
蕉
記
念
館
新
展
示
企
画
展�

６
月
2６
日（
木
）〜
１２
月
１４
日（
日
）�

　
芭
蕉
記
念
館
で
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
に
活
躍
し
、
現
代
俳
句
へ
の
流
れ
を
生
み
出

し
た
俳
人
た
ち
の
短
冊
、
掛
軸
な
ど
７３
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。�

正岡子規　子規肖像拓本・「家五百」句短冊ホトトギス　表紙

佐藤鬼房筆「雲割れて」句幅

芭
蕉
記
念
館
�

開
館
時
間
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）�

展
示
室
休
室
�

第
２
・
４
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
 
�

入

館

料
�

大
人
1
0
0
円
・
小
中
学
生
５０
円
�

（
団
体
２０
名
以
上
大
人
７０
円
・
小
中
学
生
３０
円
）
�

交
　
　
　
通
�

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
・
大
江
戸
線
�

森
下
駅
下
車
　
徒
歩
７
分
�

問

合

せ
�

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
�

江
東
区
常
盤
１
―
６
―
３
�

1
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８
�
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中
川
船
番
所
資
料
館
�

開
館
時
間
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）�

展
示
室
休
室
�

毎
週
月
曜
日（
祝
・
祭
日
は
除
く
）
 
�

入

館

料
�

大
人
２
0
0
円
・
小
中
学
生
５０
円
�

交
　
　
　
通
�

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
東
大
島
駅
�

（
大
島
口
）下
車
　
徒
歩
５
分
�

問

合

せ
�

江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館
�

江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５
�

1
０
３（
３
６
３
６
）９
０
９
１
�

鮎
は
日
本
全
国
の
河
川
に
生
息
す
る
淡
水

魚
で
、
世
界
的
に
は
日
本
と
朝
鮮
半
島
〜
東

ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
魚
で
す
。
同
じ
淡
水
魚

で
あ
る
鯉
の
仲
間
な
ど
が
世
界
各
地
に
分
布

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
鮎
は
日
本
の
清
流

を
代
表
す
る
淡
水
魚
と
言
っ
て
も
良
い
で
し

ょ
う
。

先
に
鮎
は
淡
水
魚
と
書
き
ま
し
た
が
、
幼

魚
の
頃
は
海
で
生
活
し
、
や
が
て
春
が
過
ぎ

る
と
川
を
遡
上
し
て
淡
水
で
生
活
す
る
よ
う

に
な
る
「
両
側
回
遊
」
と
い
う
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
川
で
生
ま
れ
た
稚
魚
は
生
ま
れ

て
す
ぐ
に
海
へ
下
り
、
毎
年
５
〜
１０
ｃｍ
の
大

き
さ
に
な
る
と
再
び
川
を
遡
り
、
川
の
上
流

〜
中
流
域
で
生
活
し
ま
す
。
稚
魚
の
時
は
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
動
物
質
の
エ
サ
を
食
べ
ま

す
が
、
成
長
す
る
に
し
た
が
っ
て
水
中
の
岩

に
付
く
コ
ケ
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
体
か

ら
は
ス
イ
カ
の
よ
う
な
芳
香
が
漂
い
ま
す
。

そ
し
て
エ
サ
と
な
る
コ
ケ
の
付
い
た
岩
の
周

り
を
自
分
の
縄
張
り
と
し
て
、
他
の
鮎
が
縄

張
り
に
近
づ
く
と
体
当
た
り
を
し
て
追
い
払

う
性
質
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
性

質
を
利
用
し
た
の
が
、
現
在
鮎
釣
り
の
主
流

と
な
っ
て
い
る
「
友
釣
り
」
と
い
う
釣
り
方

で
、
釣
り
人
た
ち
が
川
に
立
ち
込
ん
で
長
い

竿
を
振
る
姿
は
夏
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

鮎
と
日
本
人
の
関
わ
り
は
古
く
、
約
１
３

０
０
年
前
に
書
か
れ
た
日
本
書
紀
に
も
そ
の

記
述
が
あ
り
、
万
葉
集
の
中
で
も
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。
美
し
い
姿
と
、
食
味
の
良
さ
、
そ

し
て
た
っ
た
一
年
で
寿
命
を
終
え
る
儚
さ
、

潔
さ
が
、
日
本
人
に
愛
さ
れ
る
理
由
で
し
ょ

う
。同

時
に
、
鮎
は
釣
り
の
対
象
魚
と
し
て
も

人
気
が
高
い
魚
で
す
。
現
在
の
主
流
で
あ
る

「
友
釣
り
」
は
エ
サ
を
使
わ
ず
、
オ
ト
リ
の
鮎

を
泳
が
せ
て
追
い
払
お
う
と
す
る
鮎
を
引
っ

か
け
る
と
い
う
世
界
的
に
見
て
も
大
変
珍
し

い
釣
り
方
で
あ
り
、
同
時
に
高
度
な
技
術
を

駆
使
す
る
釣
り
で
も
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
竿
は
、
昔
は
四
間
（
７
・
２
ｍ
）

を
基
本
と
し
て
、
現
在
で
は
１０
ｍ
近
い
長
さ

の
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
竹

製
の
和
竿
で
し
た
が
、
そ
の
後
釣
り
技
術
の

進
歩
と
と
も
に
よ
り
長
く
て
軽
い
竿
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和

４０
年
代
に
な
る
と
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
の
鮎
竿

が
開
発
さ
れ
、
そ
の
釣
り
竿
の
技
術
革
命
は

日
本
の
釣
具
製
造
産
業
を
大
き
く
成
長
さ
せ

ま
し
た
。
釣
り
竿
か
ら
始
ま
っ
た
カ
ー
ボ
ン

素
材
の
製
造
技
術
は
、
そ
の
後
、
人
工
衛
星

の
開
発
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
鮎
釣
り
に
「
軽
く
て
長
い
竿
」

を
求
め
る
声
が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
人
口
衛

星
や
航
空
技
術
も
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

展
示
で
は
、
鮎
と
日
本
人
の
関
わ
り
や
鮎

の
和
竿
を
は
じ
め
と
し
た
釣
り
道
具
類
の
紹

介
の
ほ
か
、
鮎
釣
り
に
造
詣
の
深
い
方
か
ら

の
お
話
し
も
伺
い
な
が
ら
、
季
節
感
溢
れ
る

鮎
の
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館
中
林
哲
雄
）

平
成
２０
年
７
月
１９
日
〜
８
月
３１
日
�

中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
、
２
階
常
設
展
示
室
に
て
江
戸
和
竿
を
中
心
と
し
た
釣
具
と
、
日
本

の
釣
り
文
化
に
関
す
る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
、
釣
り
の
対
象
の
中
で
も
夏
の

魚
で
あ
り
、
古
来
か
ら
人
々
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
魚
、
鮎
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

『月刊つり人』創刊号当館蔵

汀石作　鮎竿当館蔵
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日
本
で
は
昔
か
ら
衣
替
え
（
更こ
う

衣い

）
と
い

う
慣
わ
し
が
あ
り
、
近
年
で
は
６
月
に
行
わ

れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
か
つ
て
は
衣
服
だ

け
で
な
く
、
住
ま
い
も
衣
替
え
を
し
て
い
ま

し
た
。
部
屋
を
仕
切
る
襖
ふ
す
ま
や
障
子
し
ょ
う
じ

を
は
ず
し
、

風
通
し
の
よ
い
簾
戸
や
簾
を
か
け
、
畳
の
上

に
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
足
ざ
わ
り
の
籐
の
敷

物
を
敷
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
旧
大
石
家

住
宅
で
も
、
こ
う
し
た
夏
の
風
物
詩
を
取
り

入
れ
、
座
敷
の
襖
を
簾
に
替
え
ま
し
た
。

簾
は
、
軒
先
に
か
け
て
日
除
け
と
し
た
り
、

室
内
の
間
仕
切
り
や
装
飾
と
し
て
、
高
温
多

湿
な
日
本
の
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
必

須
ア
イ
テ
ム
と
し
て
古
く
か
ら
活
用
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
中
後
期
に
流
行
し
た
川
柳

に
も
「
す
ず
し
さ
を
か
つ
い
で
あ
り
く
簾
売

り
」（『
誹
風
柳
多
留
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
江

戸
の
町
で
は
、
簾
を
担
い
で
売
り
歩
く
行
商

人
が
廻
っ
て
き
ま
し
た
。
扇
風
機
も
ク
ー
ラ

ー
も
な
か
っ
た
こ
ろ
、
簾
は
涼
を
得
る
道
具

で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
見
た
目
に
も
涼
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
地
面
を
渡
る
風
は
、
か

つ
て
の
よ
う
な
涼
し
さ
を
運
ん
で
こ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
旧
大
石
家
住
宅
の
庭
は
、
仙

台
堀
川
公
園
を
抜
け
る
風
が
心
地
よ
く
吹
き

抜
け
ま
す
。

展
示
中
の
簾
は
、
日
本
橋
の
老
舗
し
に
せ

料
亭
で

昨
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
６０
年

以
上
前
の
も
の
で
す
。
重
ね
た
年
月
が
落
ち

着
い
た
風
合
い
を
出
し
て
い
ま
す
。
江
東
区

指
定
無
形
文
化
財
（
簾
製
作
）
の
技
術
保
持

者
で
あ
る
豊
田
勇
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
縁
は
付
け
替
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
文
化
財
主
任
専
門
員
　
向
山
伸
子
）

す
だ
れ�

夏
の
風
物
詩
―

風
物
詩
―
簾
を
簾
を
展
示
展
示
―�

夏
の
風
物
詩
―
簾
を
展
示
―�

す
だ
れ�
囲
炉
裏
ば
た（
旧
大
石
家
日
記
）⑧�

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
古
都
鎌
倉
。

こ
こ
に
深
川
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
書
家
三

井
親
和
の
痕
跡
を
見
つ

け
ま
し
た
。
鎌
倉
で
も

著
名
な
史
跡
の
１
つ
で

あ
る
源
頼
朝
の
墓
。
旧

大
倉
幕
府
跡
（
現
清
泉

小
学
校
）
の
北
に
頼
朝

を
祀
っ
た
白
旗
神
社

（
旧
法
華
堂
）
が
あ
り
、

神
社
脇
の
参
道
を
登
る

と
山
の
中
腹
に
頼
朝
の

墓
が
建
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
頼
朝
墓
の
東

に
は
幕
府
の
重
臣
大
江
広
元
と
島
津
氏
の
祖

惟
宗
忠
久
の
墓
が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
墓
は
安
永
８
年
（
１
７
７
９
）

に
薩
摩
藩
２４
代
藩
主
島
津
重
豪
が
整
備
し
た

も
の
で
す
。
と
い
う
の
も
惟
宗
忠
久
は
頼
朝

の
落
胤
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
島
津
氏
は
自

家
を
権
威
付
け
る
た
め
に
墓
を
整
備
し
ま
し

た
。
そ
し
て
頼
朝
墓
と
忠
久
墓
へ
と
続
く
参

道
に
は
道
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
現

在
は
頼
朝
墓
の
下
に
あ
り
ま
す
。
写
真
①
）。

こ
の
碑
に
は
「
頼
朝
公
御
石
塔
及
元
祖
島
津

豊
後
守
忠
久
石
塔
道
／
承
　
薩
州
侯
之
命
東

都
龍
湖
親
和
八
十
歳
謹
書
／
安
永
八
年
己
亥

二
月
　
薩
摩
中
将
源
重
豪
建
之
」
と
刻
ま
れ

旧大石家住宅内で展示中のすだれ

源頼朝墓

て
お
り
、

「
深
川
親

和
」
と
も

称
し
た
三

井
親
和
が
８０
歳
の
時
に
島
津
重
豪
の
依
頼
に

よ
り
書
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

頼
朝
墓
と
忠
久
墓
の
右
前
に
建
つ
玉
垣
・
燈

籠
・
水
盤
の
奉
納
碑
に
も
「
承
／
薩
州
侯
之

命
東
都
龍
湖
／
親
和
八
十
歳
謹
書
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
（
写
真
②
）。
親
和
の
名
声
は
大

大
名
の
藩
主
で
あ
る
島
津
重
豪
に
ま
で
届
い

て
い
た
の
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員
　
赤
澤
春
彦
）

場
　
所

江
東
区
南
砂
５
―
２４
地
先

（
仙
台
堀
川
公
園
内
）

公
開
日

土
・
日
・
祝
日

時
　
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

交
　
通

地
下
鉄
東
西
線
南
砂
駅
下
車
徒
歩
１５
分

都
バ
ス
亀
２１
〔
亀
戸
駅
前
〜
東
陽
町
駅
前
〕
門
２１

〔
東
大
島
駅
前
〜
門
前
仲
町
〕
両
２８
〔
葛
西
橋
〜

両
国
駅
前
〕
亀
２９
〔
な
ぎ
さ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
〜

亀
戸
駅
前
〕
秋
２６
〔
葛
西
駅
前
〜
秋
葉
原
駅
前
〕

亀
高
橋
・
東
砂
４
丁
目
下
車
徒
歩
５
分

惟宗忠久墓

写真①写真②

昨
年
度
、
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

と
な
っ
た
石
造
燈
明
台
明
治
３１
年
在
銘
（
富

岡
１
深
川
不
動
堂
、
所
有
者
江
東
区
）
を
隣

接
す
る
深
川
公
園
に
移
設
す
る
た
め
、
５
月

１９
日
か
ら
工
事
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

奉
納
者
が
刻
ま
れ
た
外
壁
石
板
の
補
強
工

事
と
基
礎
部
分
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
８

月
上
旬
に
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。


